






シュ別将来推計人口」の 2015 年と 2050 年から面積按分し、35 年後の人口増
減率を分析する。分析はESRI社のArcMap10.6 と、ArcGIS Proを使用した。
　その結果、2015 年から 2050 年で最高人口が 5007.15 人から 4686.65 人へ減
少した。また神社周辺人口別に神社数を比較すると、300 人より大きい神社数
が減少し、300 人以下が増加傾向（25 ～ 50 人は微減）となり、25 人以下（0
含む）が 48 社（5.8%）増えた。また 2015 年を基準に 2050 年の増減率を 7 区
分で分類すると -39% ～ -20% が 295 社（35.8%）と最多で 0% 以下（人口減）
となるのは、90.3%となり、その内-100%～ -80%が 36社（4.4%）となった。















研究所「日本の地域別将来推計人口（2013 年 3 月推計）」をもとに、今後も人
口移動が収束しなかった場合、2010 年から 2040 年までの間に「20 ～ 39 歳








でに、宗教法人の 3 分の 1 以上は消滅する可能性がある」と指摘した［石井 
2015b：22］。
　また石井は、「消滅可能性都市」内の神社数も算出している［石井 2015a］。
それによると、2040 年までに消滅する「限界神社」を 31,184 法人（全神社



























































































































　2-1 から 2-3 までの先行研究の課題をさらに解決する有効な分析手法とし























全国の寺社半径 500 m バッファー内推定人口 25 人以下の推定神社が 10,418






























　iConf の 4 は「地名階層で 2 段階以上一致する地名が複数存在する場合」で
あり、5 は「地名階層で 2 段階以上一致する地名が１つだけ存在する場合」を
指す。街区レベルでは 4 が 1 ヶ所のみだったのが、号レベルでは 17 に増えて
いる。各レベルで使用する元データに違いがあることも影響していると思われ
る。
　iLvl は、変換できた住所階層レベルを指す（1: 都道府県、2: 郡・支庁、3: 市











三重県分から 2015 年と 2050 年で面積按分を行い、それぞれの神社周辺人口
を 8 区分（0 含む）で分類した結果、図 1 となった。最高人口は、5007.15 人
から 4686.65 人へ減少した。また神社周辺人口別に神社数を比較すると、図 2
となった。300 人より大きい神社が減少し、300 人以下が増加傾向（25 ～ 50
人は微減）となり、25 人以下（0 含む）が 48 社（5.8%）増えた。その内、0
人は、43社から 54社と 11社増えた。
5-3　分析③
　2015 年を基準に 2050 年の増減率を 7 区分で分類すると図 3・4 となった。









中でも -39% ～ -20% が 295 社（35.8%）と最も多く、-100% ～ -80% と深刻
な減少率となった神社が36社（4.4%）あった。
　次に増減率を 3 区分に集約し、神社密度をヒートマップ化したところ、図
5 となった。減少率の高い -60% 以下は鳥羽以南の海岸沿いと伊賀地域に集中
し、減少はするものの相対的に低い-60%より大きい神社は北勢中勢地域に集







　分析結果を［石井 2015ab］［板井 2019］と比べながら、以下の 4 点から考
えをまとめてみたい。第一に分析②では、三重県神社庁HP記載の神社住所を
もとに、国勢調査（2015 年）の 500m メッシュ単位で面積按分をした結果、
25 人以下の神社数は 111 社（全神社数の 13.5%）であった。［板井 2019］で


















神社は 35 年間で約 9 割の神社が周辺人口の減少となり、そのうち、2 ～ 4 割
の減少が 295 社（35.8%）と最も多くなった。さらに 8 割以上の深刻な減少が
36 社（4.4%）という可能性も提示できた。［石井 2015a］では、［増田 2014］
の消滅可能性都市の定義、すなわち「2010 年から 2040 年までの間に「20 ～
39 歳の女性人口」が 5 割以下に減少」に基づいて算出した三重県内の「限界
神社」が 222 社（26.9%）であった。そこで本稿で用いた周辺人口（総人口）






































































































７　 これまでの調査の概要は以下の通り。①地域：全国。②調査対象：満 20 歳以上





⑤調査方法：調査員による個人面談方式。⑥調査時期：第 1 回 1996（平成 8）
年 10月 10日（木）～13日（日）。第2回 2001（平成 13）年 10月 11日（木）
～14日（日）。第3回 2006（平成 18）年 10月 6日（金）～9日（月）。第4回
2016（平成 28）年 10月 7日（金）～16日（日）。⑦回収数（率）：第1回 1,389
（69.5%）。第 2回 1,396（69.8%）。第 3回 1,357（67.9%）。第 4回 1,201（30.0%）。
８　 調査の概要は以下の通り。①地域：全国。②調査対象：本務神社宮司（宮司代務
者を含む）。③標本数：10,310。④調査方法：郵送法。⑤調査時期：実施期間：




























15　 「Geocoding Tools & Utilities 位置参照技術を用いたツールとユーティリティ」
（http://newspat.csis.u-tokyo.ac.jp/geocode/, 2020.8.16）。




Analysis of Future Changes in the Population Around Shrines in Mie 
Prefecture: an Estimation of Population by 500 m Mesh
ITAI Masanari
Abstract
　The purpose of this study is to grasp the socio-structural impact of 
Japan’s population decline on local shrines. Therefore, in this paper, the 
population around shrines in Mie prefecture (estimated population within 
a 500 m buffer shrine radius) was distributed proportionally to the area 
based on estimations of population by 500 m mesh for 2015 and 2050 
from digital national land information, and the rate of population change 
after 35 years was analyzed. The analysis was performed using ESRI’s 
ArcMap10.6 and ArcGIS Pro.
　As a result, the maximum population dropped from 5007.15 to 4686.65 
from 2015 to 2050. Further, when comparing the number of shrines to 
the population around shrines, the number of shrines serving more than 
300 people tended to decline, while those with 300 or less people tended 
to increase (small decrease by 25-50 people). Those serving less than 25 
people (including 0) increased by 48 units (5.8%). In addition to this, the 
rates of population change from 2015 to 2050 were classified into seven 
categories, with the largest one (295 shrines or 35.8%) showing a change of 
-39% or more to -20% or less. Shrines whose population change rate was 
under 0% (population decline) were 90.3% of the total, and among these 
there were 36 shrines (4.4%) with a decline of -100% or more to -80% or 
less. Finally, the rate of change was divided into three categories and the 
density of shrines was heat-mapped, finding that shrines with a population 
change rate of -60% or less were concentrated along the coast south of 
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Toba and in the Iga area, while shrines with a change rate above -60% 
were concentrated in the Hokusei Chusei area. Among these, shrines with 
a change rate higher than 0% were only in some parts of Hokusei.
　In the future, we would like to use dynamic variables including the 
status of continuation of festivals in addition to population to further 
empirically identify the influence of population decline on local shrines.
 
Keywords： GIS, estimated population within a 500 m buffer shrine radius, 
the population around shrines
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